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Ⅰ．１．研究の背景 

 近年、ボランティアの存在が「奉仕者」から「担い手」へ変化している。三木松Ⅰ）は自 

発性・主体性・連帯性・社会性・非営利性を基本的性格だとし、大曽根２）は「担い手」と 

して地域づくりに貢献するとしている。 

２．先行研究 

 足立ら５）は病院ボランティアの促進要因と阻害要因に触れ、小坂 10）は病院ボランティア 

活動の可能性を述べているが、病院ボランティアの生の声が反映された研究ではない。 

３．本研究の目的 

 本研究において、病院ボランティアへ参加する高齢者の視点からみた、病院ボランティ 

ア活動に関する思いを明らかにするとともに、病院における高齢者のボランティア活動の 

促進要因や阻害要因について検討し、明らかにする事を目的とした。 

４．本研究の意義 

病院ボランティアへ参加する高齢者の視点からみた思いと病院ボランティアの促進要因

や阻害要因を明らかにする事は、今後の病院ボランティア、病院、その地域の活性化を生

む。本研究は病院職員ではなく病院ボランティアへ参加する高齢者の視点で活動に関する

思いを概念化しようとしたところに特徴がある。 

Ⅱ．研究方法 

 秦野赤十字病院ボランティアグループ 12名に半構造化インタビューを実施し、KJ法 15）

16）17）にてカテゴライズし統合した。 

Ⅲ．研究結果 

５つの大分類（島）、（Ⅰ）〔活動から得た自身へのきづき〕（Ⅱ）〔共に行動する事から得る

魅力・絆〕（Ⅲ）〔活動を継続する上での戸惑い〕（Ⅳ）〔病院に対する葛藤〕（Ⅴ）〔病院ボ

ランティアとしてのモチベーション〕へ統合した。これを図解し〔病院ボランティアを取

巻く「思い」の構造〕、病院ボランティアへ参加する地域在住高齢者の活動に関する思いと

病院ボランティア活動の促進要因・阻害要因が明らかとなった。 

Ⅳ．考察 

 病院ボランティアへ参加する高齢者は、自己の健康や今後について考え、院内における

触れ合いから自身が何を出来るのか、すべきかを考える機会となっている。また患者との

触れ合いを通して、人の役に立つ喜びや生きがいを見出しており、その病院ボランティア

活動の継続には取巻く家族等周囲の理解も必要である。さらに、良い病院づくりに医療従

事者としてではなくボランティアとして仲間と共に参加しているのだという思いを抱き、

充実感・満足感を得ている。またボランティア活動に対する考え方や価値観が会員によっ

て違う現状や病院への葛藤も抽出されたが、本当は良い病院にしたいとの思いがあるから

こそ会員間や病院に対して戸惑いや葛藤が生じる。さらに、会員間、会員と病院側、それ

ぞれの相互理解を深める事が病院ボランティア活動の阻害要因を軽減し、促進要因を増大

すると共に、病院ボランティア、病院、その地域が活性化すると考えた。 
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